
 

事業名称 
●安芸高田市小原地域における、住民主体の「おばらの空き家情

報」作成事業 

事業主体名 特定非営利活動法人ぷらっとほーむ小原 

連携先 小原地域振興会、株式会社宝来笑事、安芸高田市 

対象地域 広島県安芸高田市甲田町 

事業概要 
・地域で管理する「おばら空き家情報」の整備 

・「一人暮らし単身世帯」を空き家予備軍としてリスト化 

事業の特徴 

・地域住民が主体となる空き家調査 

・市職員では踏み入れにくい情報も聞き取りを実施 

・一人暮らし世帯の把握により、空き家を未然防止 

成果 

・物件所有者向けアンケート調査を実施し、利活用の意向を聴取 

・小原地域に存在する空き家情報をデータベースに整備 

・空き家、単身世帯の物件位置情報を１枚の地図にプロット 

・今後の継続した調査に向け、調査シートやチラシを作成 

成果の公表方法 
「温戸知新」（https://npopfobaraiju.wixsite.com/website-1）にて事業説

明や調査の状況などを告知。公開の了承、準備が完了次第空き家情報を掲

載。 

 

１．事業の背景と目的 

移住希望者からの問い合わせが増えた一方で、住居の紹介という段階において、空き家が複数存在す

るものの、持ち主や管理状況がわからずスムーズに案内できないという問題が発生した。 

そこで、地域が主体となって小原地域内の住居を調査し、「おばらの空き家情報」を整備することによ

り、紹介可能な空き家の増加・働きかけによって紹介可能となる空き家の把握・将来空き家となる可

能性のある住居の把握などを実現できるのではないかと考えた。 

 

空き家調査は全国で行われていることではあるが、役所が主体となっているのが一般的で、地域住人

が主体となって調査して、より詳細な情報を管理する例は少ない。 

今回の事業によって、地域が主体となって空き家の情報管理を行うノウハウを構築するとともに、空

き家に対する地域住民の意識を高め、空き家のスムーズな活用を促す事例として新たに全国の地域へ

共有できるものになるのではないか。 

 

２．事業の内容 

（１）事業の概要と手順 

 

図１ 

 



 

 

  

 

表１ 

 

ステップ 取組内容 
具体的な内容（小

項目） 
担当者 業務内容 

空き家調査対応準

備 

① 

地域内調整 

地域振興会とのす

り合わせ協議 

ぷらっとほーむ小

原（明木・伴井・

山根） 

地域の方の協力を

お願いするため、

地域振興会への事

業説明を行う 

地区（常会）との

すり合わせ 

ぷらっとほーむ小

原（明木・伴井・

山根） 

調査員が調査に回

った際に迷惑がか

かることの無いよ

う、事前告知の方



法について協議す

る 

② 

広報活動 

取組内容説明チラ

シ 

リエゾン地域福祉

研究所 丸山氏、

ぷらっとほーむ小

原（明木・伴井・

山根） 

地域の方向けの調

査のお知らせチラ

シを作成する 

取組み広報誌作成 

リエゾン地域福祉

研究所 丸山氏、

ぷらっとほーむ小

原（明木・伴井・

山根） 

物件所有者向けの

空き家に関する情

報提供広報誌を作

成する 

取組内容説明会 

ぷらっとほーむ小

原（明木・伴井・

山根） 

希望する地域住民

に対して説明会を

行う 

空き家物件調査 

③ 

空き家バンク情報

収集 

リストアップ 

ぷらっとほーむ小

原（明木・伴井・

山根） 

空き家バンク情報

として取得済みの

物件をリストアッ

プ 

地図位置確認 

ぷらっとほーむ小

原（明木・伴井・

山根） 

物件の位置を確認

し、地図に落とし

込み 

登記簿謄本取得 

宝来笑事、ぷらっ

とほーむ小原（明

木・伴井・山根） 

登記簿謄本を取得

する 

調査許可依頼送付 

ぷらっとほーむ小

原（明木・伴井・

山根）、伴井友里

絵 

 

物件所有者から調

査の許可を取得す

るため調査承諾署

を送付する 

調査承諾書受領 

ぷらっとほーむ小

原（明木・伴井・

山根） 

返送された承諾書

の確認 

調査可能物件現地

調査 

ぷらっとほーむ小

原（明木・伴井・

承諾書の内容に応

じて物件の現地調



山根）、伴井友里

絵、桂、中田 

査 

④ 

空き家調査 

聞き取り調査 

ぷらっとほーむ小

原（明木・伴井・

山根）、伴井友里

絵、桂、中田 

空き家バンクへの

登録のない物件に

ついて聞き取り調

査 

地図位置確認 

ぷらっとほーむ小

原（明木・伴井・

山根） 

物件の位置を確認

し、地図に落とし

込み 

登記簿謄本取得 

宝来笑事、ぷらっ

とほーむ小原（明

木・伴井・山根） 

登記簿謄本を取得

する 

調査許可依頼送付 

ぷらっとほーむ小

原（明木・伴井・

山根）、伴井友里

絵 

物件所有者から調

査の許可を取得す

るため調査承諾署

を送付する 

調査承諾書受領 

ぷらっとほーむ小

原（明木・伴井・

山根） 

返送された承諾書

の確認 

調査可能物件現地

調査 

ぷらっとほーむ小

原（明木・伴井・

山根）、伴井友里

絵、桂、中田 

承諾書の内容に応

じて物件の現地調

査 

データベース管理 

⑤ 

基本データベース

作成 

基礎様式の作成・

改善 

ぷらっとほーむ小

原（山根） 

データベースの様

式を整備 

空き家バンク空き

家情報登録 

ぷらっとほーむ小

原（明木・伴井・

山根） 

空き家バンク情報

をデータ入力 

空き家情報登録 

ぷらっとほーむ小

原（明木・伴井・

山根） 

聞き取り等で取得

した物件情報をデ

ータ入力 

報告業務 
⑥ 

報告書作成 
中間報告書作成 

ぷらっとほーむ小

原（明木・伴井・

山根） 

中間報告書作成 



最終報告書作成 

ぷらっとほーむ小

原（明木・伴井・

山根） 

最終報告書作成 

表２ 

 

 

（２）事業の取組詳細 

①地域内調整 

最も重要であり、困難な事項であった。人口の少ない地域特有の警戒心があり、実際に調査を開

始するまでの根回しに事業期間の大半を要した。 

特に地域住民が難色を示したのは以下の３点である。 

・物件のことは知っているが、個人情報のためどこまで話してよいかわからない。 

・物件調査で人が歩き回るとそれを見かけた人が不安にならないか。 

・空き家とはそもそもどういう状態のものを言うのかわからない。 

 

これらに対して以下のような対策を行った。 

・あくまでも地域のために、地域住人の間で活用するために収集するものであり、許可なしに外

部へ公開することはないことを説明する。 

・調査の趣旨と方法を地域住民全戸に配布し、周知を徹底する。目立つように腕章を作成し、調

査人は必ずそれを身に付けて調査する。 

・空き家に対する認識の違いが無いように、「常時人が住んでいる家以外の全ての物件」を空き家

とわかりやすく定義した。 

 

②広報活動 

感染症対策のため、授業の説明会としての集会は取り止め、以下のようなチラシによる活動の周

知を徹底して行った。 



 資料１ 

 

資料２ 

 

結果的に、漏れなくかつわかりやすく知らせることができたので、チラシによる広報活動が効果

的だった。 

 



③・④空き家バンク情報収集、空き家調査 

市営の空き家バンクに登録されている、小原地区に存在する空き家の確認。 

地域住人への聞き取り調査によって空き家の情報を収集。（専用アカウントをつくり地図へ登録） 

 図２※個人情報保護のため一部加工 

 

 

聞き取りによって得られた情報をもとに、不動産会社と連携し登記簿謄本の取得を行い、登記簿

上所有者となっている人物あてに事業説明資料とアンケートを送付。 

資料３ 

 



返送、所有者の同意が確認でき次第、物件の撮影・調査を実施。 

 

返送がなかった物件に関しては、撮影なしで敷地外からの外観調査のみ実施。調査項目の統一の

ため、以下の空き家調査シートを作成し、利用した。 

資料４ 



写真１※個人情報保護のため一部加工。 

 

 

⑤基本データベース作成 

今回作成するデータベースは 

・現時点では当団体内での利用のみを前提とする。 

・今回行う調査の進捗管理・調査結果の照会を主な使用目的とする。 

こととし、複雑な環境設置等が不要であるマイクロソフト社の ACCESS で作成した。 

 

基本的な使用手順として、所在地、居住状況（空家か、一人暮しか）等の条件で絞り込んで一覧

表示し、その中から対象を選択することで登記簿情報、位置情報、家屋の調査情報等の詳細情報

を確認する仕様として設計した。 

 

Google Map を特定ユーザーのみが利用できるよう設定し、ACCESS のリンク機能を利用してデータ

ベース画面からワンクリックで GoogleMap 上に登録した位置情報を表示できたことで、対象物件

の位置確認を簡単・確実にでき、システムの利便性が向上した。 

また、登記簿情報について所有者氏名、住所等の主要情報はデータとして登録するとともに、デ

ータベース画面からワンクリックで登記簿そのものを表示・確認できるようにしたことで、詳細

情報も確認も簡単にできるようにすることができた。 

 

 
 

（３）成果 

 

・小原地域に存在する空き家の件数、位置を確認、整備 

聞き取り、現地調査により、空き家を 135 件確認。（2021 年 2月時点） 

 

これまで曖昧であった空き家の所在と件数が明らかになり、地域住民にとっても「管理していかない

と地域にとっても不利益につながるかもしれない」という危機感を持つきっかけとなった。 

 

また、調査がきっかけとなり市の空家バンクに正式に掲載された物件もあった。（参考：「安芸高

田 市 空 家 バ ン ク ： 物 件 番 号 348 」

https://www.akitakata.jp/ja/shisei/section/jutaku/akiyabank/q987-copy-26/） 

 

https://www.akitakata.jp/ja/shisei/section/jutaku/akiyabank/q987-copy-26/%EF%BC%89


 

・一人暮らし世帯の調査により、比較的将来空き家になりやすい物件を確認 

65 歳以上単身世帯を対象とし、聞き取り調査により物件位置を確認。2021 年 2 月時点で 75 件確

認。 

 

 

・空き家の調査体制の構築 

人口の少ない地域における空き家の調査は、地域住民同士の強い繋がりや歴史が大きく関わって

くることや個人情報保護の観点から非常に困難な取り組みである。 

調査前の綿密な打ち合わせ、広報活動、個別説明等を行い、地域住民に空き家を調査する理解を

得る 

に至ったことは本事業で最も重要な項目である。 

具体的には、 

・調査にかける想い、目的、方法などについて、一地域住民として説明し、随時疑問などに対応

する。（調査で周辺の人が不審に思わないか。空き家の定義は何なのか。等） 

・「調査のことを知らない」という住民がいることのないよう、お知らせのチラシが全戸にいきわ

たるよう手配。 

・調査員という身分が一目でわかるように目立つ色の「調査員腕章」を準備し、協力者へ配布す

る。 

・所有者の許可なく外部に公開しないことを明示する。 

等を行った。 

 

 

・データベースの構築 

Microsoft Access を使用し、調査した空き家の情報を簡単に管理できるようデータベースを構

築。 

今後、新たな物件や、調査済み物件について詳細を確認できた際にデータベースへ追加、編集を

行えば継続的に地域の財産として空き家情報が蓄積されるよう整備することができた。 

また、登録された空き家の利活用に向けて、空き家に興味のある方向けに迅速かつ効果的に情報

提供できるよう整備できた。 

 

 
３．評価と課題 

①地域内調整 

想定よりかなり時間を要した。事業開始前は「物件調査」に焦点を合わせていたが、事業が始まると

ともにこの地域内での事前活動が最も重要であることがわかった。 

こちらからの説明に対して、当初想定していなかった疑問点や想像以上の警戒心があり、これらを解

消するために綿密な打ち合わせが必要となった。 

事前にその重要性がわかっていれば、初めからそこに焦点を当ててスムーズに物件調査に移行できた

だろう。 

 

②広報活動 

コロナウイルスによる自粛期間が重なったこともあり、地域住民を集めての事業説明がかなわなかっ

たため、急遽説明資料を作成し配布することによって対応する事態となった。 

結果的には、お知らせの漏れがなくわかりやすく広報することができたのでその点は良かった。た

だ、やはり顔と顔を合わせて説明することは、小原地域のように人口の少ない地域にとっては重要で

あることも事実。高齢の方が多いため、ネットを利用した広報活動も効果が薄いと思われる。 

 

 

③・④空き家バンク情報収集、空き家調査 

聞き取り調査等をもとに物件所有者宛てにアンケートを送付したが、不在で返ってくるもの、返



答がないもの、「空き家ではない」との回答だったものなどあり、所有者の意向まで確認できたも

のは少なかった。 

 

地域住民の理解もあり、最終的に確認できた空き家の件数は100件を超え、ほぼ網羅していると思

われる。件数が多いこともあり、それぞれの物件の詳細に関する情報収集は外観調査が主となっ

た。 

所有者（管理者）の同意が得られた物件については、想いや内部の撮影、ドローンを使用した上

空からの撮影（屋根の状態の調査）などを行うことができた、 

 

 

⑤データベース作成 

調査した画像の表示方法については、画像タイトル、簡単な説明と小画像を一覧表示し、それを

クリックすることで詳細画像を表示できる機能を目標としていたが、スキル不足のため、今回は

対象物件毎に設置したフォルダへのリンク機能を設定することとした。 

 

最終的な利用として、①「公表用の空き家情報」②「地域内管理用の空き家情報」③「空き家予

備軍情報」を想定しているが、利便性を考えればインターネット経由で利用できるシステムとす

ることが望ましい。しかし、データの改ざん・悪用等への対応が保証された運用とするにはハー

ドルが高く、今後の課題である。また、行政の空き家バンク、不動産業者が公開している情報と

の重複・不整合への対応や、情報の更新も課題である。 

 

 

 
 

４．今後の展開 

 

データベースの構築と、地域内調整を行い空き家調査の土台を築くことができたのは非常に有益

な成果であるため、これを今後継続して情報を更新していくこととしたい。 

本事業においては、地域内調整に対して当初の想定より時間を要したことに加え、活動期間が感

染症対策による自粛期間と重なったこともあり、住民を集めての事業説明や、個別の聞き取り調

査を積極的に行えなかった。感染症の終息が見えてこれば、アンケート調査によって得られた物

件情報についてより詳細に、直接所有者に対して聴取する動きを活発化させたい。 

それに伴い、調査に対してより多くの地域住民の参加を促せるよう、事業の進捗の報告や今後の

計画について地域内でしっかり共有していく必要がある。 

 

同時に、収集した情報の公開に向けて、情報と公開方法の整備にも取り組んでいく。その際は安

芸高田市と連携し、市営の空き家バンクへの登録と掲載情報の充実にも貢献したい。 

 

さらに、把握できた空き家のスムーズな活用に向けて、地元の業者と協力して空き家のリフォー

ム提案なども行える体制づくりを目指したい。 

 

 
 

■事業主体概要・担当者名 

設立時期 平成 29 年 2 月 

代表者名 明木 一悦 

連絡先担当者名 伴井 護 

連絡先 
住所 〒739-1102 広島県安芸高田市甲田町上小原 1256-1 

電話 070-8307-9671 

ホームページ https://npopfobaraiju.wixsite.com/website-1 

 


